
※小さなお子様がご使用になる場合は※
保護者の方が当取扱説明書をよくお読みになり、使用中はお子様に付き添ってください。

本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本製品をご使用の際は必ず本書をお読みいただき、
ご理解の上、正しくご使用ください。また、お読みいただいた後も、この説明書は大切に保管してください。

使用者は、必ずこの取扱説明書の内容を理解してからご使用下さい。
Read this instruction manual and make sure you thoroughly understand its contents before using this product.

品質表示

BHD1400FAH202405

FOR USE IN JAPAN ONLY

幅 140cm × 奥行 70cm × 高さ 59cm（59〜136cm）

80kg

合成樹脂化粧パーティクルボード（メラミン樹脂）

エポキシ樹脂粉体塗装

中国

BHD-1400FAH

甲板の表面材

● 製品の分解や改造、修理は絶対におやめください。思わぬ事故やけがの原因となり大変危険です。
● 本製品の内部または付近で火気を使用しないでください。火災の原因となるおそれがあります。
● 本製品は部屋の出入りを妨げる場所や、緊急時の避難を妨げる場所に設置しないでください。

電動スーパーゲーミングデスク スーパーハイ
BHD-1400FAH（脚部）/BHD-1400FAT2（天板）
取扱説明書

※当説明書内容の無断転用を禁止します。 Copyright 2024 BE-S CO., LTD. All rights reserved

● 電源プラグは組み立て途中でコンセントに接続しないでください。思わぬ事故やけがの原因となるおそれがあります。
● 組み立てる前に各部品に不足や不備がないかご確認ください。不足や不備があった場合は直ちに組み立てを中止してくだ
さい。

● 組み立ておよび設置は大人２人以上で行ってください。
● けがや汚れを防止するため、必ず手袋を着用して組み立ておよび設置を行ってください。
● 組み立て時は周囲に何もない平らで広い場所で行ってください。
● 組み立て時は、床や壁、他の家具の傷を防止するために敷物を敷いてください。
● ボルトの取り付け前に、ボルト穴の異物をきれいに取り除いてください。
● ボルトは最初からきつく締めないでください。まず全てのボルトを仮締めし、きちんと組み合わさったことを確認してか
ら、最後にしっかりとボルトを固定してください。

● 製品の使用前に、各部品がしっかりと固定されていることをご確認ください。
● 全てのパーツを正しく取り付けて使用してください。
● プラスドライバーをご用意ください。

外形寸法



● 本製品のいずれかの部品にひび、破損などの異常が生じた場合は直ちに使用を中止してください。けがをするおそれがあ
ります。

● 製品は床面が平らで、強度が十分な場所に設置・使用してください。不安定な場所で使用すると、転倒や破損の原因とな
り、けがをするおそれがあります。

● 本製品は電気により駆動します。本体が濡れたり、異音や異臭等の異常が発生したりした場合は、直ちに使用を中止して
電源プラグをコンセントから抜いてください。感電や火災が発生するおそれがあり大変危険です。

● ACアダプターに記載された電圧以外では使用しないでください。感電や火災が発生するおそれがあり大変危険です。
● タコ足配線はおやめください。火災の原因となる可能性があります。
● 付属の電源ケーブル以外の使用はおやめください。火災や感電のおそれがあり大変危険です。
● 電源ケーブルに破損や異常が認められた場合は、直ちに使用を中止してください。
火災や感電のおそれがあり大変危険です。

● 製品の上に立ち上がったり、踏み台代わりに使用しないでください。転倒してけがをするおそれがあります。
● 天板の上に、加熱した鍋や湯沸かし、熱い湯呑などを直接置かないでください。熱いものを置く際は、必ずコースター等
をご使用ください。変色や変形の原因となります。

● 濡れたものを載せないでください。破損や劣化、サビの原因となるおそれがあります。
● 耐荷重を超える荷重は加えないでください。転倒または破損の原因となり、けがをするおそれがあります。
● 天板に過度な荷重をかけたり、脚部の真上に集中して荷重をかけたりしないでください。急に天板が下がり、破損やけが
をするおそれがあります。

● 強く引っ張ったり、無理な力を加えないでください。破損するおそれがあります。
● 天板に物を載せる場合は天板からはみ出さないようにしてください。
転倒または落下物によりけがをするおそれがあります。

● 天板の高さの調整は、11ページの機能説明をよくお読みの上で行ってください。
● 本製品を動作させる際は、付近に人やペットがいないこと、動作に干渉する家具等がないことを必ず確認してください。
可動箇所に挟まれてけがをしたり、製品とぶつかって物が倒れるおそれがあり大変危険です。

● 本製品に搭載されている「衝突防止機能」はオフにしないでください。衝突防止機能をオフにすると、障害物があった際
に停止せず、デスクが転倒したり周辺の家具等を破壊する恐れがあり大変危険です。

● 昇降を行う際は、手や指を挟まないように十分ご注意ください。けがをするおそれがあります。
● 濡れた手で電源プラグを抜き差ししたり、コントローラーに触れたりしないでください。
感電するおそれがあり大変危険です。

● 水回りの近くなど、湿気が溜まりやすい場所での使用はおやめください。
製品の劣化や故障の原因となるおそれがあります。

● 電源およびコントローラーのケーブルを引っ張ったり、結んだりしないでください。断線・破損して感電や火災の原因と
なるおそれがあります。

● 昇降する際は、コントローラーのボタンを複数同時に押さないでください。製品が破損したり予期せぬ動きでけがをする
おそれがあります。

● 天板の上に物を置いたまま昇降を行う場合は、天板に置いたものが落下しないようご注意ください。
● 製品特性上、昇降部分などの可動箇所は傷が発生するおそれがあります。予めご了承ください。
● 長時間同じ場所で使用すると、接地面が変形・変色する場合があります。必要に応じて保護シート等をご使用ください。
● 本製品を移動させる際は、大人2人以上で移動させてください。1人で移動させると、思わぬ事故やけがの原因となるお
それがあります。

● 移動をする際は引きずったり、落としたりしないでください。破損や床面に傷がついたり、けがをするおそれがあります。
● 天板に物を載せたまま移動させないでください。破損または落下物によりけがをするおそれがあります。
● 本製品を移動させる際は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。ケーブルの破損や思わぬ事故につながるお
それがあります。

● 防虫および殺虫剤、消臭剤や除菌剤などは直接製品に散布しないでください。劣化や変色の原因となるおそれがあります。
● 下記のような場所での使用はおやめください。劣化や色あせ、カビなどが発生するおそれがあります。

◯直射日光に長時間さらされる場所
◯冷暖房器具の熱や風が直接あたる場所
◯高温多湿な場所

● 乳幼児用の椅子をデスクに取り付けないでください。デスクごと転倒し、けがをするおそれがあります。

使用上のご注意
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● 本製品を廃棄の際は、各地方自治体の廃棄区分に従って廃棄してください。
● 各パーツに破損や異常がないか、定期的に製品全体を点検してください。破損や異常が認められた場合は直ちに使用を中
止してください。

● ボルト・ネジや各パーツに緩みがないか、定期的に製品全体を点検してください。緩みがある場合は、しっかりと固定し
直してください。

● 電源プラグ周辺はほこりが溜まらないよう定期的に清掃してください。ほこりが溜まったまま放置すると、火災の原因と
なる可能性があります。

● 本製品が濡れたり湿ったりした場合は、直ちに水分を乾いた布で十分に拭き取り、風通しの良い日陰でよく乾かしてくだ
さい。濡れたまま放置しておくと、サビや臭気の原因となります。

【製品のお手入れ方法】
◯本製品を清掃する際はアルコール、ベンジン、磨き粉などは使用しないでください。変色や変形の原因となります。
◯本製品を清掃する際は柔らかい布で乾拭きしてください。
◯本製品を水拭きする場合は固く絞った柔らかい布で拭き上げ、直射日光が当たらない風通しの良い場所で十分に乾燥さ
せてください。湿気が残っていると、劣化やサビの原因となります。

おそ
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部品・付属品

マウスパッド

天板連結プレート 脚部フレーム連結バー

天板固定アーム（左） 天板固定アーム（右）

フレーム（右セット）コントロールボックス

天板（左） 天板（右）

×1

×2 ×2 ×2

×2

×1

×1

×1

×1

×1

×1 ×1

⑤ ⑥

⑦

⑩

⑧

⑪

⑨

⑫

足部

フレーム（左セット）
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フレームカバー電源ケーブル コントローラー

×1 ×1 ×1

⑬ ⑭ ⑮

- 4 -

※本製品は梱包が2つに分かれています。
①・②・③・④・Hは、BHD-1400FAT2に梱包されています。



- 5 -

⑪フレーム（左セット）と⑫フレーム（右セット）、⑤フレーム連結バーを組み合わせます。

で組み合わせたフレームに⑧天板固定アーム（左）と⑨天板固定アーム（右）
を取り付けます。

5

11
12

8

9

A

A

G

4

1

1
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33

4 で組み立てたフレームを で組み立てた天板に乗せ、下穴に合わせてフレームを延長します。
このとき、天板とフレームの向きをあわせてください。

②天板（左）と③天板（右）を裏返して並べ、④天板連結プレートで固定します。

3

4

2H

H 8

1 3

正面側（ロゴプレート面）

長い方がロゴプレート側

3

1
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35

6 で取り付けたフレームに⑥脚部を取り付けます。
※脚部に左右の区別はありません。

フレームを固定します。

6

F 12

B

G

8

B

5

※天板側に下穴なし

フレーム部分のネジ止め位置
※ネジなどで軽く下穴を開けてください。

締める

5
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で取り付けた脚部に⑦足部を取り付けます。
※足部に左右の区別はありませんが、前後の向きにご注意ください。

7

8 ⑩コントロールボックスと⑭コントローラーを取り付けます。
コントローラーはあらかじめ使いやすい位置を確認し、取り付けたい位置に
ネジなどで軽く下穴を開けておくと、まっすぐ取り付けることができます。

F

C

G

4

8

C

※天板側に下穴なし

6

10

14
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本体を引っくり返して①マウスパッドを敷き、電源プラグをコンセントに挿します。
初回は下記のリセット操作が必要ですので、リセットを完了すると完成です。

リセット操作

9

10

コントロールボックスに⑭コントローラー、⑬電源ケーブル、脚部ケーブルを接続します。
この際、奥までしっかりと差し込んでください。
※脚部ケーブルははじめから脚部に取り付けられています。M1、M2それぞれに接続して
ください。（左右の区別はありません。）
※この段階で電源ケーブルをコンセントに繋がないでください。

1

1.「下降ボタン」を長押しします。
2.天板の高さが最低値または最高値まで下降または上昇した後、自動で停止します。
3.液晶ディスプレイに高さの表示が出たら、「下降ボタン」から指を離します。
4.リセット完了です。

LEDディスプレイ 上昇ボタン 下降ボタン

AC

HS M1M2DC

電源ケーブル

脚部ケーブル

コントローラー

13

14
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緩めたボルトに⑮フレームカバーを引っ掛け、ボルトを締めます。

Ⅰ

Ⅱ

フレームのボルトを緩めます。
このとき、ボルトが完全に外れないようにご注意ください。

フレームカバーの取り付け方法
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■コントローラーの使用方法
※天板を昇降させる前に、天板の上や下に物がないことを必ず確認してください。また、天板の上に物を置いた状
態で天板を昇降させないでください。製品が転倒したり、机上からの落下物でけがをしたりするおそれがあります。

■メモリボタンの設定方法

● LEDディスプレイ︓現在の高さやメモリが表示されます。
● 上昇ボタン︓押し続けている間天板が上昇し続け、最高値（135cm）に到達すると停止します。
● 下降ボタン︓押し続けている間天板が下降し続け、最低値（58cm）に到達すると停止します。
● メモリボタン︓お好みの高さを記憶させることができます。
● ポジションボタン ︓任意の高さを設定すると、一度押すだけで設定した高さまで天板が上昇・下

降します。
● メモリボタン︓ポジションボタンで高さ設定をする際に使用します。

1. 「上昇ボタン」・「下降ボタン」を押して、天板の高さをお好みの位置にします。
2. メモリボタンを押してください。 、とLEDディスプレイに表示されます。
3. 2の状態でポジションボタンを押すと 、 、 、のように表示され、それぞれのポジション
ボタンに天板の高さが保存されます。
4.保存内容を変更する場合は、手順1〜3の操作を行ってください。

机の高さと椅子の座面の高さの関連性
https://www.bauhutte.jp/bauhutte-life/tip2/

■衝突防止機能の感度調整
本製品には、昇降中の天板が障害物に衝突した際に、傾きを検知して昇降が自動で停止する「衝突防
止機能」が搭載されています。本項目は、衝突防止機能の感度調整の方法を記載していますが、通常
の使用範囲において感度を調整をする必要はありません。
また、安全のため「衝突防止機能」は絶対にオフにしないでください。衝突防止機能をオフにする
と、障害物があった際に停止せず、デスクが転倒したり周辺の家具等を破壊したりするおそれがあり
大変危険です。
1. メモリボタンのうち「上昇ボタン」と「下降ボタン」を同時に5秒間長押しすると、感度が順番に
4段階切り替わり、感度を「A-3」〜「A-0」の範囲で変更できます。
※数字の大きい方が衝突感度が敏感になります。
※安全のため「A-0」は選択しないでください。「A-0」を選択すると、衝突防止機能がオフに
なります。

2. 表示後、数秒経過すると液晶ディスプレイの表示が消え、最後に表示されていた感度に変更され
ます。

LEDディスプレイ

上昇ボタン 下降ボタン メモリボタンポジションボタン



ケーブルクリップを使用して、ケーブルをお好みの位置に固定することができます。

裏面の剥離紙を剥がし、
お好みの位置に貼り付ける

シール面

クリップを閉じるケーブルを通す

■ケーブルクリップの使用方法
E

※上記リセット方法にて解決できない場合は、弊社カスタマーサポートまでお問い合わせください。

※上記以外のエラーコードが表示された場合は弊社カスタマーサポートまでお問い合わせください。

トラブルシューティング

エラー
コード エラー内容 対処法

連続使用時間超過

モーター1、あるいはコントロールボックスの故障

モーター2、あるいはコントロールボックスの故障

過熱

脚部高に左右差がある

E01

E07/20

E08/21

E02

E09

18分以上昇降させないでください。

電源をすぐに抜き、本体が加熱されていないか、発熱して
いないか確認してください。確認後も18分以上昇降させな
いでください。

M1、M2プラグを片方ずつ差し、それぞれの脚部を最低値にし
てから両方のプラグを接続してください。

M1、M2プラグを入れ替えて再度昇降ボタンを押してください。
・コードが変わった場合︓モーターの故障
・コードが変わらなかった場合︓コントロールボックスの故障
故障しているモーターかコントロールボックスを交換します。

■エラーコード一覧

■リセット操作
1.「下降ボタン」を長押しします。
2.天板の高さが最低値または最高値まで下降または上昇した後、自動で停止します。
3.液晶ディスプレイに高さの表示が出たら、「下降ボタン」から指を離します。
4.リセット完了です。
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